
Ｊ
Ｒ
四
国
と
の
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
等
」
交
渉
に
つ

い
て
、
８
月
25
日
に
１
回
目
、

９
月
７
日
に
２
回
目
の
団
体

交
渉
を
行
っ
た
。

【

１

回

目

】

《
要
求
の
主
旨
を
説
明
》

本
部
は
８
月
10
日
に
、

総
合
労
働
協
約
改
訂
に
関
す

る
１
０
３
項
目
の
要
求
を
申

第
１
号
と
し
て
会
社
に
申
し

入
れ
た
。

８
月
25
日
に
行
っ
た
１
回

目
の
交
渉
で
は
「
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
５
類
移
行
、

全
国
旅
行
支
援
な
ど
の
追
い

風
と
と
も
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

需
要
も
戻
る
な
か
、
組
合
員

が
将
来
に
向
け
て
高
い
意
欲

を
持
っ
て
働
き
続
け
る
た
め

に
は
、
労
働
時
間
の
短
縮
を

は
じ
め
と
す
る
制
度
改
善
に

向
け
た
取
り
組
み
は
必
要
不

可
欠
」
と
訴
え
た
。

ま
た
、
主
旨
説
明
の
後
、

乗
務
員
行
路
の
拘
束
時
間
の

短
縮
に
つ
い
て
議
論
。
「
乗

務
員
に
お
い
て
は
、
所
定
労

働
時
間
確
保
の
た
め
に
拘
束

時
間
が
長
時
間
と
な
り
離
職

の
大
き
な
要
因
の
一
つ
と
考

え
る
。
列
車
速
度
・
列
車
本

数
等
を
加
味
し
、
乗
務
員
行

路
に
お
け
る
拘
束
時
間
の

短
縮
を
求
め
る
」
と
問
題

提
起
。
会
社
側
は
「
列
車

乗
務
員
は
朝
夕
の
ピ
ー
ク

に
対
し
て
日
中
の
列
車
が

少
な
く
、
行
路
作
成
に
制

約
が
あ
る
。
従
っ
て
、
列

車
体
系
が
重
要
と
い
え
る

が
、
輸
送
需
要
の
見
通
し

等
に
つ
い
て
結
論
が
出
て

お
ら
ず
、
現
在
あ
る
べ
き

列
車
体
系
を
勉
強
し
て
い

る
」
と
回
答
が
あ
っ
た
。

《
基
本
賃
金
改
善

の
回
答
》

申
第
２
・
３
号
で
申
し

入
れ
た
準
組
合
員
（
エ
キ

ス
パ
ー
ト
社
員
及
び
契
約

社
員
）
の
賃
金
引
き
上
げ

に
関
し
、
会
社
よ
り
「
エ

キ
ス
パ
ー
ト
社
員
の
基
本

賃
金
に
つ
い
て
は
今
年
度

の
改
定
は
行
わ
な
い
」

「
契
約
社
員
の
基
本
賃
金

に
つ
い
て
は
、
パ
ー
ト
ナ
ー

社
員
（
月
給
適
用
者
）
の

基
本
賃
金
の
改
定
及
び
サ

ポ
ー
タ
ー
社
員
の
基
本
賃

金
の
改
定
を
行
う
」
と
の

回
答
が
示
さ
れ
た
。

組
合
は
「
昨
年
の
賃
金

改
定
は
一
部
の
職
種
の
み
を

対
象
に
実
施
さ
れ
た
が
、
職

種
間
の
較
差
な
ど
を
ふ
ま
え

る
と
全
体
的
に
実
施
す
べ
き

と
主
張
し
た
。
今
回
の
改
定

は
組
合
員
の
職
種
全
て
対
象

と
な
っ
た
の
で
、
我
々
の
主

張
が
届
い
た
と
認
識
し
て
い

る
」
と
し
た
う
え
で
、
エ
キ

ス
パ
ー
ト
組
合
員
の
貢
献
度

を
踏
ま
え
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
・
高
揚
の
た
め
に

さ
ら
な
る
賃
金
改
善
に
つ
い

て
前
向
き
な
検
討
を
要
請
し

た
。交

渉
終
了
後
、
持
ち
帰
り

業
務
対
策
委
員
会
を
開
催
し

「
準
組
合
員
の
賃
金
引
き
上

げ
」
に
つ
い
て
改
善
が
図
ら

れ
た
こ
と
か
ら
妥
結
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
等
」
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
交
渉
を
強
化

す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

【

２

回

目

】

《
会
社
が
示
し
た

考
え
方
に
つ
い
て
》

９
月
７
日
に
行
っ
た
２

回
目
の
交
渉
で
は
、
会
社
の

現
時
点
で
の
考
え
方
が
示
さ

れ
た
。
個
別
の
項
目
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
た
も
の
の
、

組
合
と
会
社
と
の
認
識
の
違

い
は
大
き
く
、
議
論
は
平
行

線
と
な
っ
た
。

交
渉
終
了
後
、
業
務
対
策

委
員
会
を
開
催
。
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
の
収
入
状
況
の
回
復
途

上
で
あ
る
な
ど
、
会
社
を
取

り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
責
任

組
合
と
し
て
理
解
し
つ
つ
も
、

歯
止
め
の
か
か
っ
て
い
な
い

離
職
問
題
へ
の
対
処
、
今
働

く
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
を
高
く
保
ち
、
将
来
の
経

営
自
立
に
向
け
た
人
財
確
保

を
成
し
遂
げ
る
に
は
、
よ
り

踏
み
込
ん
だ
全
社
的
な
議
論

が
必
要
で
あ
る
。
こ
う
し
た

認
識
の
も
と
、
引
き
続
き
粘

り
強
く
交
渉
を
展
開
し
、
明

る
い
未
来
へ
向
け
て
協
議
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

な
お
、
主
な
交
渉
内
容
は

次
の
と
お
り
。

①
賃
金
制
度
等

55
歳
以
降
の
基
本
給
支
給

率
減
に
つ
い
て
、
将
来
の
不

安
の
声
が
聞
か
れ
る
。
人
財

確
保
の
た
め
に
も
エ
キ
ス
パ
ー

ト
層
を
含
め
た
あ
り
方
に
つ

い
て
議
論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

る
べ
き
。

②
地
域
に
根
ざ
し
た
人
材
の

確
保

エ
リ
ア
採
用
の
実
現
に
係

る
課
題
が
あ
る
こ
と
は
理
解

す
る
が
、
昨
今
の
傾
向
な
ど

を
ふ
ま
え
、
転
勤
が
離
職
の

要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
、
人

財
確
保
の
取
り
組
み
と
し
て

進
め
る
べ
き
。

③
年
間
休
日
数
増

採
用
面
で
の
Ｐ
Ｒ
と
な
る

こ
と
も
含
め
、
若
手
組
合
員

に
対
し
て
の
魅
力
付
け
と
し

て
踏
み
込
ん
だ
検
討
を
進
め

ら
れ
た
い
。

④
拘
束
時
間
短
縮

列
車
本
数
等
が
変
わ
っ
て

い
る
な
か
、
乗
務
行
路
に
お

け
る
拘
束
時
間
が
拡
大
し
て

い
る
。
運
行
体
系
や
現
行
の

業
務
内
容
の
見
直
し
等
を
含

め
て
、
見
直
し
さ
れ
た
い
。

⑤
手
当
の
新
設
・
拡
充

職
責
・
業
務
内
容
等
を
勘

案
し
て
改
善
さ
れ
た
い
。

（
詳
細
は
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

ニ
ュ
ー
ス
№
２
、
４
を
参
照
）

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
四
国
バ
ス

と
の
「
総
合
労
働
協
約
改
訂

等
」
交
渉
は
、
９
月
１
日
に

第
１
回
目
の
交
渉
を
開
始
。

８
月
24
日
に
申
第
４
号
及
び

申
第
５
号
で
会
社
に
申
し
入

れ
た
要
求
内
容
の
実
現
に
向

け
て
主
旨
説
明
を
行
い
、
前

向
き
な
回
答
を
強
く
要
請
し

議
論
し
た
。

《
環
境
整
備
を

強
く
要
請
》

交
渉
で
組
合
は
「
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
る
ダ
メ
ー
ジ
の
蓄
積
、

需
要
の
変
化
に
加
え
、
燃

油
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
で

あ
る
も
の
の
、
５
類
へ
の
引

き
下
げ
に
伴
い
新
た
な
局
面

を
迎
え
て
お
り
、
収
入
が
回

復
基
調
に
あ
る
な
ど
、
明
る

い
兆
し
が
見
え
て
い
る
。
こ

う
し
た
状
況
に
あ
る
の
は
、

組
合
員
の
日
々
の
安
全
・
安

心
輸
送
を
は
じ
め
と
す
る
努

力
の
賜
物
で
あ
り
、
家
族
を

含
め
た
理
解
と
協
力
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
。
今
年
度
の
営

業
損
益
ベ
ー
ス
の
黒
字
達
成

も
組
合
員
の
力
が
必
要
不
可

欠
。
人
へ
の
投
資
は
経
営
を

回
復
さ
せ
る
た
め
の
先
行
投

資
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

入
社
か
ら
退
職
ま
で
「
生
き

生
き
と
」
「
誇
り
を
持
ち
安

心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る
環

境
」
を
総
合
労
働
協
約
の
改

訂
に
よ
っ
て
実
現
し
た
い
。

組
合
と
し
て
も
中
長
期
的
視

点
で
各
種
方
策
を
取
り
ま
と

め
た
『
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン

２
０
２
３
』
を
策
定
し
、
会

社
に
も
手
交
し
た
。
し
た
が
っ

て
、
今
交
渉
は
極
め
て
重
要

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
」

と
訴
え
た
。

《
粘
り
強
く

交
渉
を
継
続
》

組
合
は
持
ち
帰
り
業
務
対

策
委
員
会
を
開
催
。
「
諸
制

度
の
改
善
」
及
び
「
準
組
合

員
の
賃
金
引
き
上
げ
」
に
つ

い
て
、
粘
り
強
く
交
渉
を
継

続
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し

た
。
（
詳
し
く
は
、
自
動
車

支
部
ニ
ュ
ー
ス
№
20
を
参
照
）

「
ユ
ニ
オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」
実
現
に
向
け
て
！

総
合
労
働
協
約
改
訂
等

団
体
交
渉
ス
タ
ー
ト
！

働
く
私
た
ち
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
む
け
て
、

粘
り
強
く
交
渉
を
継
続
！

交渉に臨む団体交渉委員８名

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル

四
国
バ
ス

【
申
第
４
号
に
関
わ
る

主
な
要
求
項
目
】

◆
提
言
（
素
案
）
を
踏
ま

え
た
組
合
員
の
「
安
心
」

実
現
の
推
進

◆
改
善
基
準
告
示
見
直
し

を
踏
ま
え
た
休
息
期
間

改
善

◆
泊
ま
り
勤
務
の
負
担
軽
減

◆
55
歳
以
降
の
年
齢
給
支
給

率
の
見
直
し

◆
準
組
合
員
の
労
働
環
境
改
善

Ｊ
Ｒ
四
国

◆
パ
ー
ト
ナ
ー
社
員

事
務
職
等
、
駅
勤
務
者(

事
務)
、
販
売
セ
ン
タ
ー
、

ワ
ー
プ
支
店
等(

四
国
・
大
阪)
、
列
車
乗
務
員
、

動
力
車
乗
務
員
、
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
、
客
室
乗
務
員

４
，
４
０
０

円

の
基
本
賃
金
上
積
み
！

◆
全
て
の
サ
ポ
ー
タ
ー
社
員

３
０

円
の
基
本
賃
金
上
積
み
！

【
申
第
１
号
に
関
わ
る

主
な
要
求
項
目
】

◆
労
働
時
間
短
縮

◆
年
間
休
日
増

◆
行
路
拘
束
時
間
の
短
縮

◆
採
用
時
の
年
次
有
給
休
暇

付
与
日
数
増

◆
時
間
休(

年
休)

制
度
新
設

◆
有
給
休
暇
の
適
用
範
囲
の

改
善
・
拡
大

◆
年
間
休
日
増

◆
時
間
外
労
働
平
準
化
及
び

月
45
時
間
超
の
割
増
率
増
額

◆
65
歳
定
年
及
び
70
歳
ま
で

の
就
労
機
会
確
保
等
、
環

境
変
化
に
対
応
し
た
制
度

構
築
の
検
討

◆
55
歳
以
上
の
基
本
給
支
給

率
の
改
善
及
び
適
用
時
期

の
見
直
し

◆
技
能
、
職
務
手
当
の
新
設

及
び
増
額
並
び
に
支
払
い

基
準
の
拡
大

◆
育
児
や
介
護
、
治
療
支
援

等
、
多
様
な
働
き
方
の
新

設
・
職
場
負
担
軽
減
措
置

◆
制
服
損
耗
時
の
交
換
対
応

の
円
滑
化

◆
準
組
合
員(

エ
キ
ス
パ
ー
ト

社
員)

へ
の
期
末
一
時
金
の

係
数
撤
廃

◆
準
組
合
員
（
契
約
社
員
）

に
関
わ
る
諸
制
度
の
改
善

８
月
４
日
（
金
）
13
時
30

分
よ
り
、
本
部
１
階
会
議
室

に
て
第
２
回
本
部
執
行
委
員

会
を
開
催
し
た
。

【
経
過
報
告
】

（
組
織
）

・
組
織
の
強
化
・
拡
大

（
業
務
）

・
第
１
回
業
務
対
策
委
員
会

・
「
予
讃
線
の
線
路
故
障

(

通
り
狂
い)

」
に
つ
い
て

（
青
女
）

・
第
31
回
定
期
委
員
会

（
政
策
）

・
四
国
交
運
労
協
に
よ
る

四
国
運
輸
局
要
請
行
動

（
Ｊ
Ｒ
連
合
）

・
労
働
政
策
委
員
会

・
中
期
労
働
政
策
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
Ｐ
Ｔ

・
安
全
対
策
委
員
会

【
議
事
】

①
２
０
２
３
年
度
「
総
合
労

働
協
約
改
訂
」
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

②
第
33
回
ゴ
ル
フ
大
会
の
開

催
に
つ
い
て

③
交
運
共
済
か
ら
こ
く
み
ん

共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
へ
の
契
約

移
転
に
か
か
る
対
応
に
つ

い
て

④
当
面
す
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

⑤
そ
の
他

第
２
回

本
部
執
行
委
員
会
開
催

労働協約改訂等について議論

大谷　 清
和田 庄平
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各
支
部
大
会
の
開
催
日

及
び
新
役
員
三
役
に
つ
い

て
は
次
の
と
お
り
。

８
月
25
日
（
金
）

執
行
委
員
長

寳
田

晃

副
執
行
委
員
長

谷
角

朋
江

藤
原

康
弘

池
田

健

書
記
長

岡
部

新

書
記
次
長

橋
本

真
吾

８
月
26
日
（
土
）

執
行
委
員
長

杉
本

慶
太

副
執
行
委
員
長

十
川

孝
志

村
田

和
優

三
好

幸
治

書
記
長

土
井

俊
哉

書
記
次
長

吉
田

朱
里

９
月
２
日
（
土
）

執
行
委
員
長

山
本

鉄
平

副
執
行
委
員
長

玉
井
江
吏
香

野
中

研
吾

書
記
長

今
井

勇
樹

書
記
次
長

山
田

裕
喜

９
月
４
日
（
月
）

執
行
委
員
長

笹
岡

慎
平

副
執
行
委
員
長

西
口

智
也

阿
部

智
久

杉
村

洋
輔

書
記
長

尾
上
連
太
郎

書
記
次
長

永
正

智
也

９
月
６
日
（
水
）

執
行
委
員
長

岩
本

敏
幸

副
執
行
委
員
長

西
村

浩
一

書
記
長

河
野

鎮
朗

９
月
８
日
（
金
）

執
行
委
員
長

河
野

憲
司

副
執
行
委
員
長

濱
口

翼

宮
地
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今
村

健
一

８
月
18
日
（
金
）
13
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
「
教
育
・

広
報
委
員
会
」
を
開
催
し

た
。議

事
で
は
、
経
過
報
告

の
後
、
今
年
度
の
取
り
組

み
を
提
起
。

教
育
活
動
に
つ
い
て
は
、

①
「
Ｊ
Ｒ
連
合
ビ
ジ
ョ
ン

の
さ
ら
な
る
浸
透
」

②
「
各
級
機
関
組
合
員
へ

の
実
践
教
育
の
推
進
」

③
「
職
場
に
お
け
る
Ｊ
Ｒ

四
国
労
組
運
動
の
実
践

と
継
承
」

を
重
点
テ
ー
マ
と
し
て
教

育
活
動
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
た
。
具
体
的
に
は
、

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
、
「
リ
ー
ダ
ー
コ
ー

ス
」
を
各
県
開
催
と
し
、

世
話
役
活
動
の
活
性
化
等

組
織
の
強
化
に
繋
が
る
よ

う
、
支
部
・
分
会
に
お
け

る
教
育
活
動
の
活
性
化
に

向
け
て
本
部
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
体
制
を
強
化
す
る
こ
と

を
確
認
し
た
。

広
報
活
動
に
つ
い
て
は
、

い
か
に
し
て
組
合
員
に
取

り
組
み
の
内
容
を
認
知
さ

せ
る
か
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組

新
聞
や
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
ニ
ュ
ー

ス
及
び
自
動
車
支
部
ニ
ュ
ー

ス
に
つ
い
て
、
分
か
り
や

す
く
親
し
み
や
す
い
紙
面

構
成
を
心
掛
け
る
と
と
も

に
、
多
様
な
組
合
員
へ
の

情
報
展
開
に
資
す
る
よ
う
、

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン

ト
（
上
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
参

照
）
の
更
な
る
活
用
も
行

い
、
組
合
員
へ
の
発
信
力

を
強
め
る
こ
と
と
し
た
。

続
い
て
「
サ
ー
ク
ル
協

議
会
運
営
委
員
会
」
を
開

催
。
議
事
で
は
、
経
過
報

告
に
て
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
の
残
る
昨
年
度

の
サ
ー
ク
ル
活
動
の
実
施

状
況
を
踏
ま
え
、
各
支
部

に
サ
ー
ク
ル
費
の
補
助
を

行
っ
た
こ
と
を
報
告
。
そ

の
後
、
大
会
方
針
で
掲
げ

た
レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
活
動

の
目
的
を
改
め
て
認
識
し
、

今
年
度
取
り
組
む
本
部
主

催
行
事
に
つ
い
て
承
認
。

ゴ
ル
フ
大
会
、
ド
ッ
ジ
ビ
ー

大
会
に
加
え
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
た
。

９
月
５
日
（
火
）
15
時

30
分
よ
り
、
本
部
１
階
会

議
室
に
お
い
て
「
部
会
三

役
会
議
」
を
開
催
し
た
。

議
事
で
は
、
昨
年
度
の

答
申
策
定
等
の
活
動
経
過

を
確
認
し
た
後
、
今
年
度

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
議

論
。
営
業
・
運
転
・
工
務
・

事
業
開
発
の
各
部
会
が
自

主
的
に
活
動
し
、
安
全
最

優
先
の
職
場
風
土
を
構
築

す
る
こ
と
を
改
め
て
確
認

し
た
。

あ
わ
せ
て
、
職
場
の
専

門
的
課
題
を
答
申
書
に
取

り
ま
と
め
、
経
営
協
議
会

等
を
通
じ
て
会
社
施
策
に

反
映
さ
せ
る
こ
と
を
確
認
。

出
席
し
た
役
員
は
、
各
系

統
の
知
見
に
基
づ
き
、
働

き
方
の
改
善
や
系
統
毎
の

実
情
に
合
わ
せ
た
労
働
環

境
改
善
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
議
論
を
交
わ
し
た
。

支
部
定
期
大
会
開
催
！

真
夏
の
伊
予
市
で

キ
ャ
ン
プ
レ
ク
を
開
催
！

私
た
ち
、
愛
媛
電
気
区
分

会
は
、
７
月
28
日
か
ら
29
日

の
１
泊
２
日
で
夏
季
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
を
、
伊
予
市
双
海
町

『
潮
風
ふ
れ
あ
い
の
館
』
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

県
内
各
地
か
ら
25
名
の
組

合
員
と
そ
の
家
族
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
両
日
と
も
に

天
候
に
恵
ま
れ
、
照
り
つ
け

る
日
差
し
の
中
、
黙
々
と
肉

を
焼
く
彼
ら
の
姿
は
ま
さ
に
、

汗
も
滴
る
い
い
男
で
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
夜
遅
く
ま
で

お
酒
を
た
し
な
み
、
普
段
の

職
場
で
は
あ
ま
り
関
わ
り
の

な
い
組
合
員
と
交
流
を
深
め

る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

今
後
も
愛
媛
電
気
分
会
で

は
、
組
合
員
の
親
睦
と
団
結

強
化
を
図
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
を
企
画
し
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

愛
媛
電
気
分
会
副
分
会
長

大
塚

尚

分
会
を
ま
た
い
で
、

学
習
会

懇
親
会
を
開
催
！

７
月
28
日(

金)

に
本
社
支

部
主
催
の
学
習
・
交
流
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
夏

の
レ
ク
と
し
て
は
約
３
年
ぶ

り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

39
名
の
組
合
員
が
「
ユ
ニ

オ
ン
ビ
ジ
ョ
ン
２
０
２
３
」

に
つ
い
て
学
び
、
そ
の
後
、

交
流
会
の
中
で
ビ
ン
ゴ
大
会

を
行
い
ま
し
た
。

豪
華
景
品
も
用
意
し
て
い

た
た
め
、
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

あ
ら
か
じ
め
、
様
々
な
分

会
の
組
合
員
と
交
流
で
き
る

よ
う
に
、
普
段
交
流
の
少
な

い
メ
ン
バ
ー
配
席
と
し
た
た

め
、
横
の
つ
な
が
り
を
新
た

に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

今
後
も
、
組
合
員
同
士
が

気
軽
に
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

と
と
な
る
よ
う
、
継
続
し
て

開
催
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。本

社
支
部
書
記
次
長

岡
部

新

レ
ク
・
サ
ー
ク
ル
だ
よ
り

愛
媛
電
気
区
分
会

ＪＲ連合賃金実態調査を実施

みなさんのご協力をお願いします！
①対象者：全組合員※出向以外の休職者・準組合員を除く
②対象賃金：２０２3年９月分の月例賃金

※９月25日支給分の給与明細書による
③集約日：１０月3日（火） 本部必着！！

各
支
部
定
期
大
会
は
、
８
月
25
日
の
本
社
支
部
を
皮
切
り
に
順
次
開
催
さ

れ
、
執
行
部
が
提
起
し
た
向
こ
う
一
年
間
の
活
動
方
針
等
に
つ
い
て
、
代
議

員
か
ら
の
質
疑
及
び
支
部
執
行
部
の
答
弁
を
経
た
の
ち
、
満
場
一
致
で
承
認

さ
れ
た
。

大
会
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
取
り

扱
い
が
変
わ
っ
た
こ
と
を
受
け
、
来
賓
・
傍
聴
等
を
従
前
と
同
規
模
で
参
集

し
開
催
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
お
い
て
も
、
Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
運
動
を
し
っ
か

り
と
前
進
さ
せ
る
姿
勢
を
組
合
員
に
示
し
た
。

ま
た
、
本
年
は
人
事
改
選
に
あ
た
る
年
で
あ
り
、
各
支
部
で
新
執
行
部
が

発
足
し
、
男
女
平
等
参
画
の
取
り
組
み
か
ら
女
性
執
行
委
員
が
選
出
さ
れ
た
。

最
後
に
、
山
積
す
る
諸
課
題
に
対
し
組
合
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
み
、

明
る
い
未
来
を
目
指
す
た
め
、
各
支
部
委
員
長
等
に
よ
る
力
強
い
団
結
ガ
ン

バ
ロ
ー
で
大
会
を
締
め
く
く
っ
た
。

ＪＲ四国労組新聞やＪＲ四
国労組ニュース等の配信情

報、ＨＰの更新情報が届く

LINE
公式アカウント

の友だち登録は

↓こちら↓

Ｊ
Ｒ
四
国
労
組
は
、
８
月

１
日
に
入
社
し
た
契
約
社
員

車
掌
新
規
採
用
者
全
員
の
加

入
を
達
成
。
新
た
に
10
名
の

仲
間
が
加
わ
っ
た
。

関
係
支
部
・
分
会
・
青
年

女
性
会
議
の
各
役
員
に
お
い

て
は
、
歓
迎
や
フ
ォ
ロ
ー
に

つ
い
て
協
力
を
要
請
す
る
。

契
約
社
員
車
掌
10
名

全
員
加
入
を
達
成
!!

高松センタービルにて開催

ホテルアネシス瀬戸大橋にて開催松山勤労会館にて開催

あわぎんホールにて開催

ホテルアネシス瀬戸大橋にて開催高知城ホールにて開催

本
社
支
部


